
R3 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

場所：城市農園ハウス２棟330㎡

日程：令和２年６月～令和３年３月

概要：ハウスでの野菜栽培

品目：キュウリ・ミニトマト・小松菜・ブロッコリー

利用者数：３０名（うちA型スタッフ１９名）

＜目的＞

ねらい：生産・販売との連携で循環型の農業を目指す

地域のメリット：地産地消の推進、農業後継者の育成

A型スタッフのメリット：賃金アップ

作業や勤務時間の選択肢が増え、働き方の幅を

広げることができた。

＜成果＞

仕事量が増え、安定した作業を行うことができた。

昨年度農業出荷額：1,186,012円

課題点：農業経験が浅く、対応できるスタッフが少ない。

機械が無く、作業効率が悪い。

・ハウスを減らす方向でいたが、連携で維持することができた。

・若い方が農業に携わることで、活力が生まれた。

・障がい者に対する認識が変わった。

【今後の課題】

・生産活動に必要な機械や経験が無く、こちらで管理することも多かった。

連携を強化するために、機械化と知識・経験の積み重ねが必要です。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 社会医療法人正光会　就労継続支援A型事業所　さんさん牧場

住　所 益田市高津３丁目２２－１

3210800276

大賀　満成

令和２年電話番号 ０８５６－３１－１３７７

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 城市農園 担当者名 城市　明

様式１ 


